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研究目的：
・有明海湾奥部における残差流分布を測定し，密
度構造と合わせて考察する．

・現地観測によって潮流の影響を除いた正味の懸濁
物輸送量を見積もり，有明海奥部における懸濁物質
の輸送過程を明らかにする．

有明海奥部における残差流と懸濁物輸送機構
－１潮汐連続調査－

速水祐一（環境モデル研究部門）ほか

大串浩一郎（環境モデル研究部門）ほか

速水ら（印刷中）海岸工学論文集53

F

E

D

C

B

AStn.

Run1………………..Run12

6:00 18:00

大浦予報潮位450

150

６往復(3月のみ6往復半)

ADCP

観測方法
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大浦

使用機器
コンパクトCTD（アレック電子）
水温・塩分・濁度・chl-a蛍光

Broad band ADCP(1200kHz)
(RD Instruments)

定線に沿った往復観測
測点ごとに停止して
１分間のADCP観測＆
CTDキャスト・表層採水

観測日：2005.7.15（小潮）

2005.11.1（大潮）

2006.3.10（中潮）

（ 例）July 15, 2005
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観測結果（測線上の密度（σt）と残差流の鉛直分布）
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夏季小潮期は5m以浅に密度成層が発達。それでも下層で湾奥
へ流入。秋季は成層が弱く、上層流出、下層流入が顕著。

Longitudinal distance from bay head (km)

A

B
C

D

E
F

(a)

北 南

Longitudinal distance from bay head (km)

D
ep

th
 (m

)

F (a)

A

B

D
C

E7/15/2005 11/1/2005

北 南

夏季小潮 秋季大潮

→エスチュアリー循環が卓越する
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観測結果の一例および懸濁物フラックスの計算

2005.7.15測点Cにおけるσtおよ
び流速（測線方向成分）
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2005.7.15測点CにおけるSS濃度
(mg/L)

SSフラックスの算出（１潮汐間の正味のフラックスを見
積もるために

→各時刻各深度における流速とSSを掛け合わせて鉛
直積分した後，１潮汐間平均あるいは調和分解

Time (hour)
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結果 7月15日（強成層期）におけるSSフラックス
（各点の鉛直積分フラックスを調和分解して得られた１潮汐間の正
味のフラックス）

測線方向（海底谷方向）のフ
ラックスが卓越

測点A以外は湾奥向き

湾奥ほどフラックスは小さい
→浅海域にSSが集積傾向にあ
ることを示す

＊懸濁物は残差流（特にエスチュアリー循環にともなった
下層の流入）によって輸送され，湾奥に集積する．

集積

＊有明海奥部の残差流：
鉛直的にはエスチュアリー循環が卓越

有明海奥部の懸濁物輸送・集積機構の特徴

＊懸濁物は湾奥向きに輸送されながら活発に沈降・再
浮上を繰り返している
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y = 0.0125x - 23.258

R
2
 = 0.2922
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エスチュアリー循環

表層への懸濁物再浮上減少---透明度上昇

湾奥部でも特に流れ
が弱い，あるいは底層
で収束域となっている
水域に集積．

近年の有明海奥部
：透明度上昇

懸濁物の表層への再浮上減少→透明度上昇とともに湾奥部の
底質細粒化をもたらす

考察１．（透明度の上昇と底質細粒化の関係について）

有明海奥部の年度平均透明度
（佐賀県浅海定線測点1～10平均）

考察２．（懸濁物輸送と貧酸素化の関係について）
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有明海表層の基
礎生産量年間最
大値よりも大きい。

湾奥部に有機懸濁物が
輸送・集積されると同時
に貧酸素水塊が発達

◎有明海底層の酸素消費には再懸濁物質による酸素消費の
寄与が大きい（徳永ら，2005）

AB間への懸濁物集積速度

10.6gC/m2/day
（炭素換算）

有機懸濁粒子の湾奥への集積&再懸濁----夏季
の貧酸素水塊形成の一要因
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長期的なDO変動との関係について １．
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ρ0 : 表層の密度， ρb-1 :底上1mの密度
h：水深
Sm: 月別成層強度の全期間（29年）平均

夏季の有明海奥部の底層DO→成層強度の影響を強く受ける

降水量の違いにより，年によって大きく異なる

底層DOについて，年々の変動が大きく明瞭なトレ
ンドは見られないことの原因？

成層強度の影響を除いた底層DOの経年変動について検討．

資料：
佐賀県浅海定線データ
測点１～１０
（1972～2000年，7月）

いずれも朔の大潮満潮前
後に測定

長期的なDO変動との関係について ２．

y = -0.8909x + 5.7112

R2 = 0.5772
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DOS

成層強度と底層DOの間で
11年ずつの回帰直線を作成

成層強度の影響を除外すると，過去30年間
で有明海奥部の7月の底層DOは低下傾向
にある．

成層強度一定値（2）の時の回帰直線の
示す値（DOs）→成層強度の影響を除い
た底層DOの値を示す

底層DOの経年変動（実測とDOs）
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成層強度に関係なくDO低下

水平方向の酸素輸送量の減少ある
いは酸素消費速度の上昇を示唆

底層の有機懸濁
物質増加？




